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「ネットで子供を売るなんて？！」の巻

カワグチマサヨ
「NY在住のフリージャーナリスト。95年に渡米し、

日本での取材番組のキャリアを生かして、テレビや

ラジオ、インターネットにNYからリポートを発信

している。最近は、日本のニュース番組の取材コ

ーディネーターとしても活躍。

masshy.comfromNewYork

Illustration : Kido Satoko

別に養子がいけないって言ってるわけじゃないのよ。逆に母親が子

供を殺すという最近の陰惨な事件などを見たら、世界中の親のいな

い子供たちを子供が欲しい里親が大切に育てるなら、それは素晴ら

しいことだと思ってる。アメリカにいると養子の話は身近な話。「う

ちは子供ができないからアダプションしようと思ってるの」とか、「2

人目が欲しくて人工受精もトライしたけれど、あきらめてアダプショ

ンにしたわ」などなど。キリスト教を背景とする影響なのか、アメリ

カではどうやら「裕福な人たちは貧乏な人たちを助ける義務がある」

的な発想がメジャーなようで、生活に余裕のあるカップルが子供が

いる、いないにかかわらず、養子縁組みをするというのは想像以上

に多いのよ。デパートやモール（ショッピングセンター）

のレストラン、日曜日の教会などで白人のママが黒人の

娘や髪の毛の黒いアジア人の幼い息子の手をひいている

なんて日常茶飯事。アジア人やユダヤ人は勤勉なので、

養子には人気が高いんだって。

15年前に初めて私がアメリカを訪れた際にシアトルで

出会った白人の家族が、3人の子供のうち2人の息子は

白人で1人娘が黒人だった。当時の私は白人の両親か

ら黒人が産まれることもあるのだろうか、などど妙なこ

とを考えたけど、養子だと教えられて納得したことを思

い出すわ。アメリカでは養子は子供をゲットするための

ごく自然で合理的な方法なのね。最近ではレズビアン

やゲイのカップルが養子をもらって育てるケースも珍しくないし、そ

の場合、いつ子供に本当のことを言うのが妥当かというような議論

も展開されているの。養子が欲しい人はできるだけ小さいうち、た

とえば3か月ぐらいまでに引き取るのが理想。最近では他人のお腹

を借りて産んでもらう医学的方法も病院で行われているし、そうい

うエージェントもある。お腹を貸した女性が産んだ後に、気が変わ

って産んだ赤ちゃんを渡さなくて裁判ざたになるのもよくある話。

以前、卵子をネットで売って問題になったけれど、今だって精子

や卵子をネットで取引しているのは周知の事実。バイオテック企業

が人間の皮膚を培養して手のひらサイズで1,000ドルで売っていた

り、クローンで培養された鼻とか耳が売られている現代に、いつそ

れがネット上に出現してもおかしくないよ。今月、不妊のためにク

ローン人間を造ることも始まったというニュースを見たけど、いつま

で御法度としておけるのかしら？

21世紀はまだ始まったばかりなのに、課題は無限に広がるね。で

はでは、シーユーネクストマンスねー。 マッシー：）

ハロー！　アメリカでたいていのことには慣れっこの私も、このニ

ュースにはタマゲたね！　産まれて6か月の双子の黒人のベビーちゃ

んが、インターネットで二重に売られた！って話よ。売られたという

のはいささか語弊があるかもしれないけど、産みの母親は養子縁組

みブローカーの「ケアリングハート・アダプション」が運営するサイ

トに広告を出し、双子の女の子のベリンダちゃんとキン

バリーちゃん（元の名：キヤラ、キアラ）をカリフォル

ニアに住むアメリカ人のリチャード＆ビッキー夫妻に、

6,000ドル（日本円で約70万円）と引き替えに渡した

（＝売った）わけよ（この金額を聞くと命ってこれだ

け？って悩んでしまう）。ところがその2か月後、産み

の親は子供に最後のお別れがしたいと、いったん自分た

ちのところに戻した直後、同じブローカーを通して今度

はイギリス人のアラン＆ジュディス夫妻に1万2,000ド

ル（日本円で約140万円）で養子縁組の法律がゆるい

アーカンソー州で譲り渡し、彼らは英国に戻り子供を

育てていたの。アメリカのメディアにも2組の両親が登

場し、テレビ討論では両者とも自分たちが真の親であると主張し合

ってるところへ、産みの母親までが取り戻したいなんて言い出し、英

米の国境を越えて争ってるわけ。FBIも捜査中よ。イギリス人夫婦

は絶対に誰にも渡さないという堅い構えだし、アメリカ人夫妻も取

り返してみせる！と強気の姿勢。イギリスではこういうプライベート

な養子縁組は法律違反というし、いったいこの子達はどうなるの？

現在は英国の福祉センターが預かっているらしいけど。；；）

新聞やウェブサイトの記事に、かわいいこの双子の女の子がピン

クのおしゃぶりをくわえて仲良く映っているのを見るたびに胸が痛む

わ。産みの親が生きているのに養子に出すなんてよっぽどの事情だ

とは察するけど、親に捨てられ、まるでモノみたいに今日はアメリ

カ、明日はイギリスと連れて行かれるベビーたちのかなしい運命を思

うとかわいそうで涙が出るよ。需要と供給の人間の欲望の果てにイ

ンターネット上の取引に赤ん坊が登場するとは！想像もしなかった。

だけど、こんなこと許せない！と簡単には言えないよね。だって、

譲りたい人がいて求める人がいて、それに宣伝媒体として、世界中

で見られるインターネットというものが存在するわけだから、まさに

渡りに船だものね。これも私たち人間が造ったもの。このサイトだっ

て、ブローカーが運営しているから違法ではないしネ。

Yahoo！のビジネス＆エコノミーのなかのショッピングサービスの

1つとして「Children」（子供）のセクションがあるのだけれど、こ

こには養子のエージェントが130以上もある！！アメリカでは年に6

万件もの養子縁組が行われているの。

今月の関連サイトはココ！
■こんなにあるアダプション・エージェンシー

dir.yahoo.com/Business_and_Economy/Shopping_and_Services/Children/Adoption/

Adoption_Agencies/

■このサイトで広告が出たのではといわれている
buysellbid.com

■ABCニュースはここで
more.abcnews.go.com/sections/world/dailynews/britain010117_adoption.htmlJump03

Jump02

Jump01

e-mail : masshyK@hotmail.com
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